
長
尾
雅
人
「
西
蔵
に
残
れ
る
唯
識
学
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二

巻
第
一
号
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
、
『
中
観
と
唯
識
』
再
録
）
に
よ
っ
て

始
め
て
我
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
（
目
⑫
○
侭
唇
色
層
四
○

頁
Ｐ
侭
唱
紺
の
恩
、
一
三
五
八
’
一
四
一
九
）
の
著
作
「
マ
ナ
識
と
ア
ー

ラ
ャ
識
と
に
関
す
る
難
解
な
箇
所
の
註
釈
、
善
説
大
海
』
（
罵
畠
§
侭
曹
富

恥
函
琴
《
〉
《
ａ
野
倉
〕
》
ａ
一
四
や
愚
の
言
い
》
畠
。
琴
、
宮
崎
負
亀
、
軍
門
免
恥
の
、
畠
宝
守
の
琴
邑
ａ
、
ｓ
〕
竺

錯
曽
雪
ミ
冬
。
）
が
、
こ
の
た
び
、
三
十
三
年
近
く
を
経
て
、
大
谷
大
学
の

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
氏
と
小
谷
信
千
代
氏
と
の
共
訳
に
よ
っ
て
我
が
国

の
斯
学
界
に
そ
の
全
貌
が
克
明
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
両

氏
の
御
苦
労
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
満
腔
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
間
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
右
著
作
『
善
説
大
海
』
（
長
尾
博
士
は
『
ク

ン
シ
ー
』
、
両
氏
は
『
ク
ン
シ
・
カ
ン
テ
ル
』
と
略
称
す
る
が
、
以
下
本

書
評
に
お
い
て
は
『
善
説
大
海
』
を
も
っ
て
略
称
と
す
）
は
、
一
九
七
二

書
評
・
紹
介

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
共
訳

小
谷
信
千
代

ツ
ォ
ン
カ
。
〈
著
『
ア
ー
ラ
ャ
識
と
マ
ナ
識
の

研
究
ｌ
ク
ン
シ
・
カ
ン
テ
ル
ー
」

袴
谷
憲

昭

年
（
昭
和
四
十
七
年
）
に
目
冒
犀
目
ｇ
ｏ
魁
号
闘
い
日
と
園
山
日
い
‐

段
房
胃
ゅ
弓
引
巷
騨
目
と
に
よ
っ
て
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
訳
（
た
だ
し
根
本
頌

の
部
分
は
還
梵
）
さ
れ
て
罰
慧
§
ミ
ミ
ミ
曽
武
§
善
（
、
曽
言
、
ミ
ミ
‐

号
ミ
ミ
葛
）
具
延
昌
曇
倉
冨
の
息
ミ
ミ
言
（
の
§
渦
目
苔
旦
目
‐
○
国
昇
冒
‐

目
巴
働
く
巳
．
ぐ
ゞ
ぐ
胃
四
口
四
巴
）
の
巻
末
（
三
七
三
’
四
四
七
頁
）
に
付
録

と
し
て
公
け
に
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
註
記
も
さ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で

は
な
く
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
に
も
あ
ま
り
馴
染
ま
な
い
我
が
学
界
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
終
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
今
こ
こ
に

我
々
は
最
も
親
し
み
や
す
い
形
で
『
善
説
大
海
」
に
近
づ
け
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
、
こ
の
点
は
卒
直
に
喜
ん
で
よ
い
と
思
う
。

共
訳
者
の
一
人
、
ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
氏
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和

十
七
年
）
西
チ
ベ
ッ
ト
の
シ
ェ
ー
カ
ル
に
生
ま
れ
、
五
九
年
イ
ン
ド
へ
亡

命
、
七
四
年
来
日
し
て
、
十
年
後
の
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）
に
は
日

本
に
帰
化
、
白
館
戒
雲
（
し
ら
た
て
か
い
う
ん
）
の
日
本
名
を
も
つ
に
至

っ
た
。
著
書
に
は
、
現
代
チ
ベ
ッ
ト
文
に
よ
る
『
倶
舎
論
概
説
』
（
ｇ
ｏ
の

営
長
。
畠
冒
鳥
貝
§
鳧
・
零
里
↑
昌
鉤
、
薑
冨
言
包
）
電
里
曾
雪
昌
蒔
§

、
§
賢
電
亀
鳶
亀
草
食
亀
§
章
》
ｚ
①
量
『
ロ
昌
冨
》
ご
龍
）
や
「
弥
勒
五
部
論
再

考
』
（
浬
鼠
昌
鯰
・
言
の
言
曾
寅
暮
啓
己
電
§
錆
長
鴎
ミ
烏
鴎
望
閏
§
》
ｚ
の
三

口
の
］
言
．
邑
震
）
な
ど
が
あ
り
、
チ
ミ
ヘ
ヅ
ト
人
と
し
て
我
が
国
の
チ
ベ
ッ
ト

学
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は
夙
に
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方

の
小
谷
氏
は
、
ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
で
、

従
来
の
業
績
は
前
著
『
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
』
（
文
栄
堂
、
昭
和
五
十

九
年
三
月
）
に
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
文
献
の
み
な
ら

ず
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
撰
述
文
献
を
も
数
多
く
利
用
し
た
こ
の
前
著
の
評
価
等
に
つ
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い
て
は
私
も
か
つ
て
別
な
書
評
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
五

号
、
二
九
八
’
三
一
二
頁
）
で
述
ぺ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ

な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
「
善
説
大
海
」
は
、

両
訳
者
の
研
究
前
歴
か
ら
み
て
も
、
こ
こ
に
最
適
の
人
を
得
て
和
訳
紹
介

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

さ
て
、
本
訳
書
が
、
「
善
説
大
海
』
の
翻
訳
を
中
心
に
置
く
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
い
わ
ば
主
要
部
と
も
い
う
べ
き
箇
所
に
先
立
っ

て
、
本
耆
は
、
そ
の
著
者
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
及
び
彼
を
祖
師
と
す
る
ゲ
ル
ク
派

の
紹
介
を
兼
ね
た
「
ゲ
ル
ク
派
小
史
」
を
「
序
論
〔
１
〕
」
と
し
、
ま
た

テ
キ
ス
ト
解
題
を
「
序
論
〔
２
〕
」
と
し
て
加
え
て
導
入
部
を
構
成
し
、

更
に
、
巻
末
に
は
、
ツ
ォ
ン
ヵ
・
ハ
の
自
伝
詩
『
ト
ジ
ェ
・
ド
ゥ
レ
マ
」

（
罰
ｓ
二
ｍ
電
嵐
ｏ
霧
、
Ｓ
》
ご
貝
、
急
電
鼠
。
駐
§
ご
包
震
冨
琴
亀
包
、
ｓ
ミ
ロ
鼠
ご

苛
甥
冒
邑
）
を
「
附
録
」
と
し
て
加
え
、
『
善
説
大
海
』
理
解
の
周
辺
を
固

め
る
銀
へ
く
極
め
て
行
き
届
い
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
更
に

こ
の
後
に
、
「
序
論
〔
２
〕
」
の
英
訳
に
相
当
す
る
英
文
紹
介
を
付
し
、
チ

、
、
ヘ
ッ
ト
原
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
『
善
説
大
海
』
本
文
（
テ
キ
ス
ト
〔
１
〕
）
、

及
び
そ
の
註
釈
書
と
し
て
現
在
入
手
可
能
な
四
種
中
よ
り
最
も
有
効
と
判

断
さ
れ
て
選
ば
れ
た
ケ
ウ
ッ
ァ
ン
（
厨
の
ご
尉
冒
侭
ゞ
憲
日
号
闇
侭
切

の
日
○
国
旨
昌
）
の
註
釈
原
文
（
テ
キ
ス
ト
〔
２
〕
）
、
更
に
『
ト
ジ
ェ
・
ド

ゥ
レ
マ
』
原
文
（
テ
キ
ス
ト
〔
３
〕
）
を
付
し
て
い
る
の
で
、
翻
訳
に
対

応
す
る
原
文
も
い
ち
い
ち
参
照
確
認
で
き
至
便
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

テ
キ
ス
ト
の
後
の
最
末
尾
に
は
、
「
人
名
」
「
典
籍
名
」
「
寺
院
・
学
堂
名
」

の
そ
れ
ぞ
れ
に
区
分
さ
れ
た
「
索
引
」
が
加
え
ら
れ
本
書
を
一
層
利
用
価

値
の
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
に
は
、
以
下
に
述
べ
る

よ
う
な
不
満
も
私
に
は
残
る
が
、
そ
の
点
を
本
書
評
に
よ
っ
て
予
め
了
解

し
て
も
ら
え
ば
、
本
書
は
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
『
善
説
大
海
』
と
い
う
小
篇

を
中
心
に
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
や
ゲ
ル
ク
派
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
の
知
識
を
得

る
た
め
に
は
、
比
較
的
平
易
な
格
好
の
入
門
書
た
り
え
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
構
成
の
概
略
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
各
自
本
書
の
「
目
次
」
を
参
照
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
以
下
、

本
書
の
主
要
部
を
な
す
「
序
論
」
と
「
翻
訳
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に

つ
い
て
幾
分
突
込
ん
だ
論
評
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
一

「
序
論
」
部
分
は
、
前
述
の
と
お
り
、
「
ゲ
ル
ク
派
小
史
」
の
〔
１
〕
と

解
題
の
〔
２
〕
と
よ
り
な
る
が
、
前
者
は
、
「
は
し
が
き
」
で
も
断
ら
れ

て
い
る
ご
と
く
、
同
じ
両
氏
に
よ
っ
て
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
一
、

四
二
号
に
連
載
さ
れ
た
論
稿
の
再
録
で
あ
る
。
非
常
に
平
易
に
書
か
れ
て

い
る
の
で
敢
え
て
解
説
の
要
も
な
い
と
思
う
が
、
右
論
稿
が
、
ツ
ォ
ン
カ

。
〈
の
『
善
説
大
海
』
へ
の
導
入
部
と
し
て
利
用
さ
れ
た
以
上
は
、
単
な
る

再
録
で
は
な
く
、
や
は
り
そ
れ
に
伴
う
改
変
は
試
み
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
る
。
「
善
説
大
海
』
は
決
し
て
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
主
著
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
た
め
に
、
通
り
一
遍
の
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
伝
記
を
扱
っ

た
だ
け
で
は
、
本
書
の
ご
と
く
、
肝
腎
な
『
善
説
大
海
』
の
位
置
づ
け
が

伝
記
か
ら
は
擦
り
抜
け
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
か
は
な
い
か
ら
で
あ

つ
（
》
Ｏ

も
っ
と
も
、
山
口
瑞
鳳
監
修
『
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
と
社
会
』
（
春
秋
社
、
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昭
和
六
十
一
年
十
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
現
時
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
共
訳

者
の
一
人
で
あ
る
小
谷
氏
は
、
そ
の
欠
落
を
補
う
尋
へ
く
、
そ
こ
に
寄
稿
さ

れ
た
「
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
唯
識
理
解
ｌ
『
善
説
大
海
」
に
基
づ
い
て
ｌ
」

（
同
上
害
、
四
五
三
’
四
七
四
頁
）
に
お
い
て
は
、
「
善
説
大
海
』
の
著

作
年
代
を
論
じ
る
必
要
を
感
じ
て
そ
れ
を
果
さ
れ
た
（
同
、
四
五
六
’
四

五
九
頁
）
の
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
読
者
は
、
必
ず
や
右
論
文
も
併
読

す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
を
要
約
し
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と

と
な
る
。
主
と
し
て
、
ロ
ブ
サ
ン
ッ
ル
テ
ィ
ム
（
四
○
胃
四
摘
蕨
ぽ
昌

唇
儲
目
①
、
一
七
四
○
’
一
八
一
○
）
の
「
大
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
伝
略
義
』

（
弓
８
寓
叱
さ
色
、
Ｓ
、
言
冨
、
ミ
ミ
葛
圏
言
尋
邑
室
函
薑
守
鼠
ご
吻
合
苫
）
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
、
二
十
一
歳
（
一
三
七
七
年
）
の
時

に
サ
キ
ャ
（
曾
餉
ご
い
）
に
赴
き
、
そ
こ
に
十
一
ヶ
月
間
滞
在
し
て
レ
ン

ダ
ワ
（
局
８
日
§
》
ｇ
、
一
三
四
九
’
一
四
一
二
）
よ
り
『
阿
毘
達
磨
集

論
』
を
学
び
、
そ
の
間
に
「
善
説
大
海
」
を
著
し
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と

後
に
著
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
『
善
説
大
海
』
の
コ
ロ

ホ
ン
（
本
訳
著
、
二
三
頁
参
照
）
に
も
、
本
著
作
は
サ
キ
ャ
の
大
学
堂

命
ｐ
鳥
目
巴
ｇ
Ｃ
ｍ
唱
葛
餌
呂
①
口
冒
）
で
造
ら
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
い

て
右
の
伝
記
と
一
致
す
る
ほ
か
、
そ
こ
で
敬
礼
さ
れ
て
い
る
師
の
名
も
、

七
歳
で
出
家
し
た
時
の
戒
師
ト
ゥ
ン
ド
ゥ
プ
リ
ン
チ
ェ
ン
（
。
。
ｐ
四
目

Ｈ
旨
呂
①
ロ
）
と
こ
の
時
期
に
師
事
し
た
ば
か
り
の
レ
ン
ダ
ワ
の
み
で
あ
る

か
ら
、
ツ
ォ
ン
ヵ
パ
の
若
き
日
の
思
い
を
刻
ん
だ
著
作
で
あ
る
こ
と
が
髪

篝
と
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
伝
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
翌
年

に
は
レ
ン
ダ
ワ
と
共
に
サ
キ
ャ
を
去
っ
て
ガ
ム
リ
ン
（
皀
乏
鴫
一
日
］
・
宮
鰹

へ
赴
い
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
著
作
が
内
容
的
に
も
弱
年
の
記
述

と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ

れ
は
、
彼
が
サ
キ
ャ
を
去
る
前
の
数
え
年
二
十
一
歳
の
年
に
著
さ
れ
た
と

限
定
し
て
も
よ
い
と
す
ら
私
に
は
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
本
書
評
は
「
善
説
大
海
』
の
著
作
年
代
を
決
定
す
雲
へ
き
場
所

で
は
な
い
が
、
私
が
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
本
訳
書
に
つ
い
て
最
も
残
念

に
感
じ
る
こ
と
は
、
両
訳
者
と
も
、
こ
の
「
善
説
大
海
』
が
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈

の
若
き
日
の
単
な
る
一
著
作
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
視
点
を
本
質
的
に

は
全
く
欠
如
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
態
に
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
『
善
説
大
海
」
は
、
小
谷
氏
が
「
は
し
が
き
」

で
も
述
べ
る
と
お
り
、
『
善
説
心
髄
」
（
時
顎
冨
言
包
曽
薑
畠
営
、
本
訳

書
に
お
い
て
は
『
了
義
未
了
義
論
」
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
）
と
並
ん
で
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
が
唯
識
思
想
に
言
及
し
た
数
少
い
著
作
の
一
つ
に
は
違
い
な

い
が
、
後
者
、
即
ち
『
善
説
心
髄
』
が
、
批
判
さ
れ
る
尋
へ
き
前
主
張
と
し

て
の
唯
識
説
に
対
立
さ
せ
な
が
ら
中
観
説
を
後
主
張
と
し
て
論
述
し
て
い

る
の
に
較
需
へ
て
、
前
者
、
即
ち
「
善
説
大
海
」
が
、
徹
頭
徹
尾
唯
識
説
の

ア
ー
ラ
ャ
識
と
マ
ナ
識
に
関
す
る
議
論
の
要
約
に
終
始
し
て
唯
識
説
自
体

に
対
し
て
は
な
ん
ら
根
本
的
批
判
点
を
示
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
が
ツ

ォ
ン
カ
・
〈
の
若
き
日
に
物
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
決
し
て
無
縁
の
も

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
違
い
を
峻
別
せ
ず
、
た
だ
唯
識
に
関
す
る

数
少
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
漫
然
と
そ
れ
を
紹
介

し
た
と
し
て
も
、
せ
っ
か
く
の
労
苦
が
重
要
な
一
点
で
軽
減
さ
れ
る
よ
う

な
気
が
し
て
両
氏
の
た
め
に
も
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

偉
大
な
宗
教
家
は
、
思
想
的
遍
歴
が
な
い
か
ら
偉
大
な
の
で
は
な
く
、

思
想
的
に
明
確
な
変
革
を
や
っ
て
の
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
偉
大

ワワ
『ど



な
の
だ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
三
十
六
歳
の
時
の
ウ

マ
パ
ａ
ｍ
ｐ
Ｂ
Ｐ
息
）
に
よ
る
改
宗
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

そ
の
改
宗
の
思
想
的
意
味
合
は
松
本
史
朗
「
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
の
中
観
思
想
に

つ
い
て
」
（
「
東
洋
学
報
』
第
六
二
巻
第
三
・
四
号
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
）
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
松

本
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
思
想
的
事
件
は
、
「
自
立
派
は
自
相
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
る
法
を
認
め
る
が
、
帰
謬
派
は
そ
れ
を
も
認
め
な
い
」
と
い
う

形
で
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
が
中
観
思
想
の
中
で
も
帰
謬
派
を
独
自
な
意
味
合
に

お
い
て
選
び
取
っ
た
こ
と
を
物
語
る
が
、
こ
れ
を
本
書
評
の
必
要
性
か
ら
、

こ
の
時
点
で
彼
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
そ
れ
以
前
の
思
想
を
一
応
広
く
視

野
に
入
れ
て
み
る
と
す
れ
ば
、
『
善
説
大
海
』
に
代
表
さ
れ
る
唯
識
説
は

も
と
よ
り
、
そ
の
修
学
の
最
初
か
ら
引
摺
っ
た
サ
キ
ャ
派
的
伝
統
に
よ
る

弥
勒
の
法
（
国
百
日
ぃ
呂
○
⑳
）
を
中
心
と
し
た
般
若
の
学
習
（
序
論
〔
１
〕
、

五
’
六
頁
）
、
乃
至
、
そ
れ
ら
の
最
終
的
成
果
と
も
い
う
べ
き
、
弥
勒
の

法
中
の
一
つ
「
現
観
荘
厳
論
』
に
対
す
る
三
十
一
歳
の
時
の
註
釈
『
善
説

金
鬘
』
（
胃
韻
胃
言
、
顎
ミ
亀
畳
菖
罵
畠
言
、
本
訳
書
、
一
五
’
一
六

頁
に
お
い
て
『
セ
ル
・
ヘ
ン
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
も
の
。
な
お
、
そ
こ
で

は
三
十
二
歳
の
時
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
説
は
あ
る
も
の
の
、

通
常
は
三
十
一
歳
説
が
一
般
。
前
述
の
「
大
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
伝
略
義
』
（
弓
．

ひ
の
と
う

Ｓ
制
甲
巴
も
三
十
一
歳
の
丁
卯
（
目
①
旨
の
、
一
三
八
七
年
）
と
す
る
）

に
至
る
ま
で
の
思
想
遍
歴
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
Ｏ

こ
の
よ
う
な
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
思
想
遍
歴
に
つ
い
て
、
最
近
の
学
的
成
果

を
盛
込
み
な
が
ら
、
減
張
の
つ
い
た
略
伝
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
い
か
に
簡

潔
で
あ
ろ
う
と
も
、
有
益
な
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
伝
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
っ
た

ろ
う
と
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
万
一
、
そ
れ
が
困
難
で
あ
っ
た
と
し
た

な
ら
ば
、
本
書
の
よ
う
に
数
種
の
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
伝
か
ら
の
寄
せ
集
め
を
行

う
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
か
ら
一
種
を
選
ん
で
厳
密
な
訳
註
を
提
示
し

た
ほ
う
が
よ
り
一
層
有
益
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
よ
う

な
ツ
ォ
ン
カ
パ
伝
の
訳
註
と
し
て
最
近
の
成
果
を
紹
介
し
て
お
け
ば
、
山

口
監
修
前
掲
害
中
（
四
三
一
’
四
五
二
貝
）
の
立
川
武
蔵
「
ト
ゥ
カ
ン

『
善
説
水
晶
鏡
』
ゲ
ル
ク
派
の
章
和
訳
（
一
こ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
ト
ゥ
カ
ン
の
同
上
書
中
「
ゲ
ル
ク
派
の
章
」
の
始
め
を
な

す
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
伝
の
前
半
を
和
訳
し
註
記
を
付
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
、
序
論
〔
１
〕
、
四
’
八
頁
の
記
述
に
見
合

う
ト
ゥ
カ
ン
の
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
伝
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
で
あ
る
。
た

だ
し
、
本
書
評
で
も
問
題
に
し
た
弥
勒
の
法
を
中
心
と
し
た
般
若
の
学
習

に
関
す
る
箇
所
で
は
、
同
じ
切
樹
目
ぃ
ｇ
Ｏ
ｍ
を
前
（
四
三
八
頁
五
行
）

で
は
「
弥
勒
の
法
」
と
訳
し
、
後
（
四
三
九
頁
一
三
行
）
で
は
「
弥
勒
の

教
学
」
と
訳
し
て
違
っ
た
も
の
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
、
し
か
も
後
者
の

方
に
註
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
現
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な

さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
充
分
注
意
を
要
す
る
。
「
弥
勒
の

法
」
に
つ
い
て
は
、
立
川
氏
の
執
筆
時
点
で
は
拙
稿
「
チ
《
ヘ
ッ
ト
に
お
け

る
唯
識
思
想
研
究
の
問
題
」
（
「
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
一
巻
第
二
号
）
が

参
照
さ
れ
る
。
へ
き
だ
っ
た
し
、
現
時
点
で
は
、
山
口
監
修
前
掲
書
所
収

（
二
三
五
’
二
六
六
頁
）
の
拙
稿
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
マ
イ
ト
レ
ー
ャ

の
五
法
の
軌
跡
」
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
「
弥
勒
の
法
」

の
こ
と
は
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
ウ
マ
パ
に
よ
る
改
宗
以
前
に
属
す
る
問
題
と
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な
る
が
、
改
宗
後
で
も
、
松
本
史
朗
氏
の
よ
う
に
（
松
本
「
ツ
ォ
ン
カ
。
〈

の
自
立
論
証
批
判
に
つ
い
て
」
山
口
監
修
前
掲
言
、
四
七
五
’
五
○
八
頁

参
照
）
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
五
十
二
歳
の
時
の
著
作
「
善
説
心
議
一
（
本
書
、
一

六
頁
で
は
五
十
歳
と
す
る
が
、
先
と
同
様
な
状
況
に
よ
り
、
五
十
二
歳
の

つ
ち
の
え
ね

戊
子
（
＄
吾
○
ず
嵐
、
一
四
○
八
年
）
と
す
る
の
が
一
般
）
中
に
教
条
主

義
的
精
神
の
衰
え
を
認
め
ん
と
す
る
成
果
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ツ
ォ

ン
カ
・
〈
の
思
想
的
遍
歴
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
彼
の
一

生
を
均
等
な
も
の
と
見
倣
し
て
、
任
意
の
著
作
を
紹
介
し
さ
え
す
れ
ば
よ

い
と
い
う
安
易
な
態
度
は
厳
に
謹
し
ま
れ
ば
な
ら
い
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
私
は
、
本
書
が
か
か
る
安
易
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
と
言

い
た
い
わ
け
で
は
毛
頭
な
い
。
む
し
ろ
本
書
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に

チ
ベ
ッ
ト
で
は
数
少
い
唯
識
研
究
の
様
態
を
知
ら
せ
る
た
め
の
資
料
紹
介

と
い
う
明
確
な
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
た
有
益
な
成
果
と
言
っ
て
よ
い
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
か
か
る
意
味
で
貴
重
な
『
善
説
大
海
」
の
特
徴
は
、

次
の
「
序
論
〔
２
〕
」
の
解
題
（
本
書
、
三
一
’
三
六
頁
）
に
お
い
て
的

確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
直
接
参
照
さ
れ
た
い
。
本
書
の
か
か
る
利
点

を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
書
評
は
、
私
が
唯
一
の
欠
点
と
考
え
る
も
の
を
、

今
日
的
課
題
に
引
っ
搦
め
て
、
余
り
に
も
拡
大
し
す
ぎ
た
と
い
う
誇
を
免

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
善
説
大
海
』
を
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
二
十
一
歳
こ

ろ
の
若
年
の
著
作
と
明
確
に
押
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
著
作
の
特
徴

も
ま
た
別
な
観
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
ウ
マ
パ

に
よ
る
改
宗
の
は
る
か
以
前
に
著
さ
れ
た
こ
の
著
述
中
の
唯
識
説
が
、
後

年
の
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
否
定
対
象
（
揖
紺
耳
四
）
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
当
時
師
事
し
た
レ
ン
ダ
ワ
は
中
観
の
復
古
者
で
あ
っ
た
に

以
上
、
本
書
の
「
序
論
」
に
触
れ
な
が
ら
多
少
無
い
も
の
ね
だ
り
の
感

が
過
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
下
に
本
書
の
主
部
と
も
い
う
雫
へ
き
「
翻

訳
」
箇
所
に
つ
い
て
言
及
を
加
え
た
い
。
「
翻
訳
」
に
つ
い
て
は
逐
一
対

照
し
て
み
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
偉
そ
う
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
特
に

最
初
の
部
分
に
つ
い
て
気
の
つ
い
た
点
を
集
中
的
に
取
挙
げ
て
み
る
こ
と

で
責
を
塞
ぐ
こ
と
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

三
九
頁
、
五
行
「
極
め
て
難
解
な
境
界
」
の
原
文
は
呂
冒
曾
烏
四
）

ず
昌
唱
院
で
、
『
善
説
大
海
』
の
具
名
を
意
識
し
た
記
述
で
あ
る
か
ら
、

「
境
界
」
も
具
名
の
訳
と
一
致
さ
せ
て
「
箇
所
」
と
す
る
の
が
至
当
と
思

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
唱
儲
は
「
境
界
」
な
ど
の
意
味
で
は
な
く

「
主
題
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
キ
ャ
派
の
ク
ン
ガ
’
一
ソ
ポ
（
園
ロ
ロ
侭
四
》
の
冒
試
侭
冒
、

一
○
九
二
’
二
五
八
）
由
来
の
道
果
説
（
富
ョ
ゞ
頁
尉
）
的
唯
識
説
も

払
拭
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
立
川
前
掲
論
文
、
四
三

九
’
四
四
○
頁
、
四
四
二
頁
、
及
び
、
同
『
ト
ゥ
ヵ
ン
「
一
切
宗
義
」
サ

キ
ャ
派
の
章
』
西
蔵
仏
教
宗
義
研
究
、
第
一
巻
、
一
八
’
三
○
頁
、
六
六

’
六
七
頁
参
照
）
。
『
善
説
大
海
」
を
見
る
限
り
、
こ
の
よ
う
に
暖
味
に
引

摺
ら
れ
て
い
た
唯
識
説
に
対
し
、
当
時
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
に
は
根
本
的
批
判

は
全
く
起
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ア
ー
ラ
ャ
識
や
マ
ナ
識
に
関
す

る
あ
や
ふ
や
な
諸
見
解
を
、
自
ら
原
典
に
直
接
質
し
一
挙
に
方
を
つ
け
て

そ
の
要
点
を
馴
挟
す
る
と
い
っ
た
鋭
い
才
覚
は
、
こ
の
若
き
日
の
著
作
に

も
歴
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

三
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三
九
頁
、
一
三
行
「
無
著
が
〔
唯
識
の
教
義
を
〕
確
立
し
た
」
の
横
線

原
文
は
、
旦
三
＆
で
あ
り
、
こ
の
語
は
閂
○
弓
耳
８
な
ど
と
全
く
同

じ
意
味
で
、
「
流
儀
を
興
す
」
「
流
派
を
開
く
」
こ
と
を
表
わ
す
。
閂
○
］
と

い
う
他
動
詞
の
目
的
語
を
「
流
儀
」
「
流
派
」
と
明
確
に
訳
出
す
れ
ば
カ

ッ
コ
内
の
補
い
も
不
必
要
と
な
り
、
「
無
著
が
流
派
を
興
し
た
」
と
、
よ

り
自
然
な
訳
文
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
類
語
の
閏
旦

』
辱
且
は
、
人
に
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
流
儀
の
開
祖
」
「
開
宗
の
祖

師
」
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
語
感
が
今
の
場
合
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
乗
の
開
祖
は
、
三
師
と
す
る
説
も
四
師
と
す

る
説
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
ツ
ォ
ン
カ
パ
は
龍
樹
と
無
著
と
の
二
師
と
す
る

説
に
従
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
四
○
頁
、
二
五
行
の
「
無
著
が
確
立
す
る

以
前
は
」
も
、
原
文
が
先
と
同
じ
以
上
は
、
「
無
著
が
流
派
を
興
す
以
前

は
」
と
し
た
方
が
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
印
①
目
印
蕨
色
白
喝
］

岸
Ｐ
ご
昌
胃
昌
門
喝
儲
忌
門
巨
＆
園
な
る
原
文
に
対
応
す
る
訳
文

「
唯
識
〈
派
〉
の
思
想
を
〈
世
に
〉
弘
め
確
立
し
た
」
（
四
一
頁
、
一
○

行
及
び
二
五
行
）
も
、
「
唯
心
（
識
）
の
見
解
に
よ
る
流
儀
を
普
ね
く
興

し
た
」
の
よ
う
に
改
め
た
方
が
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。

四
○
頁
、
八
’
九
行
「
中
観
如
理
論
衆
」
の
原
文
は
号
巨
目
色
目
明

ｇ
》
鼻
骨
。
照
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
訳
語
も
し
く
は
理
解
が
本
書

中
で
は
統
一
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
。
五
頁
、
二
○

行
で
は
「
如
理
論
聚
」
、
七
頁
、
三
二
行
で
は
「
五
如
理
論
聚
」
と
さ
れ

る
が
、
特
に
後
者
を
「
五
」
と
す
る
た
め
に
は
註
記
が
必
要
と
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
後
者
に
対
応
す
る
ト
ゥ
カ
ン
の
列
挙
で
は
儲
揖
の
厨
冒
鴨
島
侭

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
通
常
は
「
六
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
「
中
観
如
理
論
聚
」
と
し
て
通
常
挙
げ
ら
れ

る
六
典
籍
の
う
ち
、
第
六
に
不
確
定
要
素
が
強
い
た
め
に
敢
え
て
「
五
」

と
し
た
の
な
ら
、
当
然
註
記
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
共
訳
者
の
一
人
、

ツ
ル
テ
ィ
ム
氏
に
は
、
「
チ
響
ヘ
ッ
ト
に
於
け
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
六

つ
の
「
理
論
の
集
ま
り
」
に
つ
い
て
」
（
『
印
仏
研
』
第
三
五
巻
第
一
号
、

三
二
七
’
三
二
四
頁
）
な
る
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
別
稿
が
あ
る
く
ら
い

で
あ
る
か
ら
、
勿
論
、
知
ら
な
い
た
め
に
生
じ
た
不
都
合
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
け
に
、
余
計
不
注
意
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
一
頁
、
五
行
の
「
謬
見
」
に
当
る
原
語
は
冒
昏
Ｐ
』
で
あ
り
、
こ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
「
八
不
」
で
否
定
さ
れ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
端

的
に
「
辺
見
」
と
訳
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
一
頁
、
一
○
行
の
「
直
弟
子
」
に
当
る
原
語
は
含
唱
の
堅
号
で
、

単
語
の
意
味
と
し
て
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
清
弁
の
こ
と
を

龍
樹
の
「
直
系
の
弟
子
」
も
し
く
は
「
本
当
の
弟
子
」
と
い
う
意
味
で
使

用
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
工
夫
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
一
頁
、
三
三
行
の
「
「
解
深
密
経
広
註
』
巻
七
五
」
に
相
当
す
る
原

文
は
亀
。
。
長
の
噂
皇
電
、
電
里
墨
§
言
ミ
、
○
頁
掌
ミ
ミ
ミ
畠
冒
唱

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
七
五
」
は
、
第
七
五
巻
の
意
味
で
は
な
く
、

チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
さ
れ
た
巻
数
で
「
七
五
巻
よ
り
な
る
」
『
解
深
密
経
広
註
』

と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
確
定
す
る
こ
と
に
充
分
な

自
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
じ
用
例
が
末
尾
近
く
窃
号
』
ｌ
巴

に
も
亀
。
○
嵩
甥
】
電
皇
電
、
酉
、
ミ
ミ
ミ
言
蒼
、
○
号
嵩
言
駕
曾
と
出

て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
も
ほ
ぼ
確
か
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
略
し

た
数
え
方
で
は
あ
る
が
「
七
五
巻
か
ら
な
る
」
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
ぱ

局『ー
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か
り
か
却
っ
て
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
呼
称
の
も
と
に
引
用

さ
れ
る
「
解
深
密
経
疏
』
の
文
は
、
漢
文
で
は
巻
三
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳

文
で
は
第
一
九
巻
（
９
日
冒
胃
巨
侭
巨
圃
）
中
（
北
京
版
叱
五
五
一

七
、
目
ゞ
囲
曽
甲
囲
曽
鍔
本
書
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
所
在
を
明
記
せ
ず
）
に

属
す
る
の
で
、
８
口
盲
噌
恩
を
序
数
と
解
し
た
の
で
は
全
く
意
味
を
な

さ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
、
一
○
七
頁
、
七
行
に
お
い
て
、
こ

の
８
国
旨
唱
圃
の
８
口
を
見
落
し
て
「
巻
五
」
と
誤
っ
た
上
、
「
漢

訳
で
は
巻
三
」
と
補
足
し
た
の
で
は
二
重
の
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
お
う
。
な
お
、
前
の
箇
所
に
対
す
る
註
記
（
本
書
、
二
六
頁
、

註
晦
）
で
、
そ
の
出
所
を
序
数
の
「
第
七
五
巻
」
と
誤
解
し
た
上
で
、
そ

こ
に
な
い
か
ら
こ
の
文
が
な
い
よ
う
に
言
う
の
は
全
く
無
用
の
説
明
で
あ

る
。
私
も
こ
の
引
用
の
所
在
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
む
し
ろ
他
の
巻
を

探
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

四
二
頁
、
二
五
’
二
七
行
の
訳
文
に
相
当
す
る
原
文
は
号
旨
Ｈ
鳶
口

的
割
巨
円
丙
匡
冒
鴨
匡
昌
迂
ｇ
ｐ
Ｑ
ｐ
口
餉
ｍ
①
目
印
○
口
ロ
ウ
品
ｏ
ロ
侭
ｍ
宮
迂

昌
秒
日
冒
Ｒ
『
伝
忌
日
』
Ｈ
侭
意
迂
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
そ
の
中
、

所
依
と
な
る
ア
ー
ラ
ャ
識
は
、
対
象
（
境
）
と
有
情
（
’
五
根
）
と
習
気

と
に
対
す
る
不
可
知
の
（
目
尉
缶
恩
．
“
の
四
日
ぐ
箇
詳
肖
騨
）
識
別
（
目
Ｐ
目

冒
儲
Ｈ
侭
冨
』
く
言
噌
巳
畠
）
な
り
」
と
訳
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
当
該
訳
文
は
長
文
の
補
足
を
試
み
て
煩
雑
で
意
味
不
明
瞭
で
あ
る

ほ
か
目
色
目
恩
を
「
在
り
方
」
と
訳
し
て
際
胃
四
を
想
定
し
て
い
る

が
ご
と
き
は
明
ら
か
に
誤
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
で

は
、
後
に
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
自
身
も
引
く
よ
う
に
、
「
中
辺
分
別
論
」
第
一
章

第
三
頌
及
び
『
三
十
頌
」
第
三
頌
前
半
が
参
照
さ
る
べ
き
で
、
特
に
後
者

に
お
け
る
梵
蔵
の
対
応
関
係
、
即
ち
儲
ｐ
旨
く
巨
言
冒
圖
＆
‐
ぃ
曽
曽
Ｐ
‐
ａ
‐

一
画
画
で
は
穴
働
Ｈ
渭
○
Ｐ
庁
Ｐ
す
Ⅱ
。
①
己
一
万
口
も
煙
Ｑ
ｐ
賑
・
凹
己
ぬ
い
己
四
ｍ
、
、
Ｈ
口
凹
Ｈ
ｐ

ｇ
尉
尉
晶
冨
目
昌
周
侭
冨
が
意
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ

と
内
容
的
に
関
連
す
る
、
四
七
頁
、
三
一
’
三
二
行
の
『
縁
起
経
釈
』
か

ら
の
引
用
文
は
、
註
魂
で
言
及
さ
れ
た
松
田
論
文
の
よ
う
に
、
「
こ
の
〔
ア

ー
ラ
ャ
識
の
〕
所
縁
ａ
目
覗
屈
〕
巴
由
ｇ
ｇ
ｐ
色
）
と
行
相
（
目
四
目
意
．

脚
丙
胃
四
）
は
不
可
知
ｑ
ｏ
侭
の
呂
胃
且
忌
引
白
桿
旨
扁
》
名
間
旨
呂
‐

甘
口
ｐ
）
で
あ
る
」
と
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
目
四
日

恩
は
爵
間
ゆ
で
よ
い
が
、
そ
の
当
該
箇
所
の
訳
文
は
非
常
に
不
明
瞭

で
あ
る
。

四
三
頁
、
五
行
の
（
随
伴
、
困
昌
冒
昌
烏
冨
）
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
唱
○
鴨

か
ら
す
れ
ば
（
助
伴
、
叩
：
母
い
）
と
す
る
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

四
三
頁
、
二
八
行
の
「
場
所
（
睡
言
目
色
）
と
対
象
（
胃
昏
⑳
）
と
身
体

（
圃
冒
）
」
に
相
当
す
る
チ
等
ヘ
ッ
ト
語
は
、
唱
儲
合
口
冒
印
で
あ
り
、
論

証
は
省
く
が
、
こ
れ
は
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
第
十
一
章
第
四
○
頌
の
圃
‐

３
騨
冒
‐
号
冒
を
想
定
す
べ
き
用
例
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
を
補
う
と
す
れ
ば
、
の
昏
胃
四
は
冨
目
へ
、
圃
冨
は
号
冒
へ
改

め
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
四
四
頁
、
二
行
、
三
行
の
両
語
に
つ

い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

六
七
頁
、
三
二
行
の
「
成
し
遂
げ
ら
れ
た
」
、
六
八
頁
、
三
二
行
及
び

六
九
頁
、
三
行
の
「
受
け
取
ら
れ
た
」
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
論
証
は
省

く
が
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
ｑ
凹
品
包
侭
冨
吋
）
肩
四
号
（
、
）
と
望
四
侭

包
畠
も
肖
匡
秒
ご
甥
も
四
と
そ
れ
ぞ
れ
異
る
が
、
対
応
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

は
同
じ
く
協
日
巨
目
昌
冨
と
考
え
ら
れ
る
の
で
訳
語
も
そ
れ
相
応
に
統
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さ
て
、
「
翻
訳
」
に
つ
い
て
は
ま
だ
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

他
人
の
仕
事
を
論
う
こ
と
は
む
し
ろ
容
易
に
属
す
る
。
そ
ん
な
気
持
か
ら
、

こ
こ
で
矛
先
を
自
分
に
向
け
て
、
私
が
本
書
か
ら
学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と

を
記
し
、
か
つ
そ
れ
と
関
連
す
る
自
ら
の
非
を
詑
び
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。

本
書
、
七
五
頁
、
一
六
行
’
七
六
頁
、
二
行
ａ
旨
甲
圏
Ｐ
］
）
で
『
摂

大
乗
論
』
に
典
拠
を
求
め
て
論
述
さ
れ
る
「
第
三
の
心
と
い
う
も
の
（
、
①
‐

日
の
丙
試
言
い
頓
匡
日
冒
）
」
は
、
意
（
『
己
』
日
秒
ロ
儲
）
や
識
（
目
色
日

普
。
の
ゞ
ぐ
言
習
四
）
と
は
全
く
異
っ
た
実
体
（
盲
の
ゞ
段
回
国
）
で
あ
る
第
三

の
ア
ー
ラ
ャ
識
を
指
す
と
い
う
こ
と
が
、
ツ
ォ
ン
ヵ
。
〈
の
筆
に
よ
っ
て
誠

に
明
瞭
に
語
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
異
議
を
差
し
挾
む
余
地
も
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
私
は
、
「
摂
大
乗
論
』
の
当
該
箇
所
に
つ
き
、
こ
の

第
三
が
、
意
や
識
に
対
す
る
第
三
の
心
と
し
て
の
ア
ー
ラ
ャ
識
を
指
す
の

で
は
な
く
、
「
摂
大
乗
論
』
の
論
述
順
に
お
け
る
、
ア
ー
ラ
ャ
識
、
ア
ー

ダ
ナ
識
に
対
す
る
第
三
の
心
を
指
す
の
だ
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
本
書
、
二
九
頁
、
註
拠
で
言
及
さ
れ
る
長
尾
雅
人
訳

註
『
摂
大
乗
論
（
上
）
』
（
一
○
七
’
二
○
頁
）
に
お
い
て
批
判
が
提
起

さ
れ
、
後
に
は
、
更
に
詳
細
な
批
判
が
、
呂
目
詳
冒
ロ
め
の
ロ
教
授
の
【
↑
○
ご
ｏ
①

揖
唱
旨
冨
四
目
鼠
口
搦
②
日
唱
：
ｐ
Ｈ
，
噂
』
（
雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
『
仏

教
と
異
文
化
』
、
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
六
十
年
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
同
教
授
は
御
親
切
に
も
、
そ
の
草
稿
を
、
刊
行
に
先

一
工
夫
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う

四

立
つ
二
年
近
く
も
前
に
、
私
宛
に
お
送
り
下
さ
っ
た
の
で
、
こ
の
御
批
判

に
は
刊
行
直
後
に
で
も
お
答
え
す
尋
へ
き
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
つ
い
機
を

失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
ま
ず
お
詑
び
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
批
判
は
極
め
て
級
密
な
も
の
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
弁

解
の
余
地
は
あ
っ
て
も
、
肝
腎
な
点
で
は
完
全
に
私
の
非
を
認
め
ね
ば
な

ら
阻
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
私
が
同
じ
一
つ
の
実
体

（
冒
吻
』
３
国
目
』
体
）
に
つ
い
て
の
同
義
語
で
あ
る
ア
ー
ラ
ャ
識
、
ア
ー

ダ
ー
ナ
識
、
心
の
三
つ
を
、
ま
る
で
別
々
な
実
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考

え
て
、
心
を
第
三
の
体
に
当
て
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』

の
当
該
箇
所
の
内
容
か
ら
み
て
も
お
か
し
い
と
の
指
摘
は
手
痛
い
も
の
で

あ
っ
た
（
同
稿
騨
Ｐ
節
、
前
掲
書
、
弓
．
匡
？
］
合
参
照
）
。
『
摂
大
乗

論
』
も
し
く
は
唯
識
説
に
お
い
て
、
別
体
で
あ
る
も
の
は
、
意
と
識
と
心

と
の
各
三
で
あ
り
、
そ
う
い
う
文
脈
の
中
で
「
第
三
」
と
い
え
ば
、
残
さ

れ
た
「
心
」
に
落
着
か
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
を
私
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ

と
は
唯
識
説
の
理
解
に
と
っ
て
も
致
命
的
な
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
自
身
は
必
ず
し
も
明
瞭
に
そ
れ
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
む

し
ろ
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
八
識
体
一
的
伝
統
が
意
外
な
と
こ
ろ
に
染
み

込
ん
で
い
る
も
の
と
恥
し
く
感
じ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
そ
の
非
を
認
め
る

の
に
私
は
決
し
て
吝
か
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
昭
和
六
十
年
度
の
大
学
院

講
義
で
は
そ
れ
を
公
言
し
て
も
い
た
が
、
最
近
は
唯
識
に
つ
い
て
書
く
よ

う
な
勉
強
も
し
て
お
ら
ず
、
本
書
評
で
そ
の
場
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
も
と
よ
り
、
以
上
の
数
十
行
で
、

の
呂
目
詳
冒
ロ
の
①
ロ
教
授
に
対
す
る
責
を
果
せ
た
と
は
思
っ
て
も
い
な
い
が
、

十
全
を
期
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
、
怠
け
者
故
い
つ
ま
で
遅
延
す
る
か

ワワ
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も
わ
か
ら
ぬ
の
で
、
欠
を
補
う
こ
と
は
別
の
機
会
を
俟
ち
た
い
。

さ
て
、
右
の
、
い
さ
さ
か
私
事
に
亙
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
、
本
耆
評
と

全
く
無
縁
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な

批
判
の
経
過
を
追
い
な
が
ら
、
再
度
、
ツ
ォ
ン
カ
・
〈
の
先
の
箇
所
に
戻
っ

て
も
ら
う
な
ら
ば
、
そ
の
簡
潔
に
し
て
明
瞭
な
記
述
を
よ
り
一
層
よ
く
理

解
し
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
ツ
ォ
ン
カ
。
〈
が
「
一
識
説
」

を
否
定
す
る
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
訳
書
、

第
四
章
（
二
○
’
二
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五

も
つ
と
も
、
書
評
と
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
本
訳
書
の
利
点
を
も
っ
と

挙
げ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
唯
識
を
研
究
す
る
人
の
関
心
も
そ
れ
ぞ

れ
に
異
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
各
自
の
関
心
に
従
っ
て
本
訳
書

を
紐
解
い
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
以
下
に
は
、
先
に
言
い
残
し
た
こ
と
か

ら
誤
植
に
類
す
る
よ
う
な
も
の
を
拾
い
集
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
既

に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
を
越
え
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
手
短
か
に
端
折

ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

「
は
し
が
き
」
一
頁
で
、
「
チ
今
ヘ
ッ
ト
で
は
、
聡
伽
行
派
を
、
聖
教
に

順
ず
る
唯
識
派
（
楊
唱
日
習
晨
胃
旨
○
ぐ
言
習
届
く
目
旨
農
）
と
、
論
理
に

順
ず
る
唯
識
派
（
ｚ
乱
乱
ロ
晨
胃
冒
○
ぐ
言
曽
四
ぐ
目
宮
居
）
と
の
二
派
に

分
け
る
」
と
述
令
へ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
別
段
異
議
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
そ
の
学
系
名
が
チ
尋
ヘ
ッ
ト
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
名
を
想
定
す
る
根
拠
が
確
か
で
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

カ
ッ
コ
内
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
な
く
チ
ベ
ッ
ト
語
名
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
唯
識
の
学
系
に
関
す

る
チ
毒
ヘ
ッ
ト
撰
述
文
献
」
（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
七
号
、
昭
和

五
十
一
年
十
月
）
、
特
に
二
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

序
論
〔
１
〕
、
二
七
’
二
八
頁
、
註
塑
に
は
「
ラ
ム
リ
ム
」
相
承
の
系

譜
が
挙
げ
ら
れ
て
お
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
基
づ
い
た
典
拠
を
き

ち
ん
と
明
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜
の
一
部
は

夙
に
、
長
尾
雅
人
『
西
蔵
仏
教
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
九
年
九

月
）
、
二
六
’
二
七
頁
、
三
一
頁
で
も
取
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
ら
典
拠
の
比
較
が
当
然
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ

る
。
な
お
、
「
ラ
ム
リ
ム
‐
一
相
承
の
系
譜
を
述
尋
へ
た
著
作
に
は
有
名
な
『
菩

提
道
次
第
伝
燈
法
師
列
伝
』
が
あ
る
が
、
『
仏
典
解
題
事
典
一
、
三
七
七
’

三
七
八
頁
の
山
口
瑞
鳳
博
士
記
載
の
同
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
に
は
気
づ
い
た
限
り
で
の
誤
植
を
拾
う
。
カ
ッ
コ
内
が
正
し
い
と

思
わ
れ
る
表
記
で
あ
る
。
目
次
、
三
頁
、
二
六
行
、
凋
尉
巴
冨
（
街
Ｈ
ｇ

恩
）
／
四
頁
、
二
二
行
、
似
て
（
以
て
）
／
八
頁
、
三
三
行
（
一
宇
下
げ
）

／
一
三
頁
、
二
五
行
、
永
解
（
氷
解
）
／
一
五
頁
、
二
行
、
妬
歳
（
妬
歳
）

／
一
七
頁
、
一
九
行
、
馴
歳
（
盟
歳
）
／
一
八
頁
、
四
行
、
田
歳
（
他
歳
）

／
一
八
頁
、
四
行
、
匡
弓
袋
（
巨
畠
付
）
／
二
一
頁
、
六
’
七
行
、
『
バ
イ

ド
ゥ
ー
ル
Ⅱ
セ
ル
ポ
』
（
暁
Ｐ
昼
員
の
２
℃
○
）
（
『
バ
イ
ド
ゥ
ー
ル
ヤ
ー
セ
ル

ポ
』
（
国
四
極
日
冒
ｍ
２
ｇ
）
（
二
六
頁
、
二
六
行
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
が
、
こ
の
場
合
は
原
本
が
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い
）

／
二
一
頁
、
一
九
行
（
こ
の
パ
ン
チ
ェ
ン
ソ
タ
ク
は
次
頁
、
一
五
行
の
パ

ン
チ
ェ
ン
Ⅱ
ソ
ナ
ム
タ
ク
パ
と
同
人
で
あ
る
か
ら
統
一
を
と
る
か
関
連
を

示
し
た
方
が
親
切
）
／
二
二
頁
、
二
三
行
、
弓
皆
（
弓
隠
）
／
二
二
頁
、
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二
六
行
、
目
の
目
の
辱
い
（
后
目
の
ご
Ｐ
）
／
二
六
頁
、
二
二
行
、
唱
四
目

（
唄
Ｐ
日
）
／
二
九
頁
、
二
○
行
、
三
○
行
（
固
目
と
丙
Ｆ
ｇ
を
い
ず
れ

か
に
統
一
）
／
三
一
頁
、
四
行
（
層
頚
曾
奎
買
員
曾
営
侭
冒
雲
ミ
冬
。

を
原
題
と
訳
名
の
間
に
挿
入
）
／
三
一
頁
、
一
四
行
、
Ｈ
蕨
冨
（
Ｈ
厨
四
）
／
三

一
頁
、
二
七
行
、
○
日
〕
昏
四
ロ
（
の
目
昏
目
）
（
な
お
、
以
上
の
三
一
頁

に
お
け
る
誤
植
は
、
こ
の
英
訳
箇
所
（
一
三
七
頁
）
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い

る
の
で
注
意
）
／
三
九
頁
、
二
三
行
、
聖
『
入
傍
伽
経
』
（
『
聖
入
拐
伽
経
』
）

／
四
一
頁
、
二
八
行
、
無
著
（
無
著
な
ど
）
／
四
七
頁
、
三
三
行
、
〔
聖
教

の
意
味
〕
（
〔
聖
教
の
〕
意
味
）
／
六
二
頁
、
三
○
行
（
二
字
下
げ
）
／
六
三

頁
、
二
○
行
、
既
し
て
（
概
し
て
）
／
八
四
頁
、
五
行
（
一
宇
上
げ
）
／
九

四
頁
、
一
六
行
、
一
七
行
、
二
二
行
（
ヴ
ィ
サ
ル
ガ
の
表
記
を
と
か
‐
、

に
統
一
）
／
一
○
○
頁
、
二
五
行
、
胃
①
昌
耳
（
習
の
昌
匂
）
／
一
○
一
頁
、

五
行
、
胃
①
昌
圃
（
習
①
昌
国
）
／
一
○
九
頁
、
六
行
、
（
閉
〕
沙
）
（
（
堅
〕
ご
）

／
一
○
九
頁
、
八
行
、
偉
大
な
る
御
兄
弟
（
大
学
匠
御
兄
弟
）
（
な
お
、

こ
の
語
に
対
す
る
註
（
一
二
二
頁
）
で
の
罫
禺
国
呂
③
口
買
）
を
「
偉
大

な
木
馬
」
と
し
て
も
意
味
を
な
さ
な
い
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
冒
昌
腎
四
‐

昏
四
（
色
唱
の
鼻
尋
胃
昌
○
Ｈ
）
に
由
来
し
、
多
く
は
学
系
を
創
始
し
た
よ

う
な
偉
大
な
学
匠
に
適
用
さ
れ
る
）
／
二
八
頁
、
註
妬
、
目
函
爵
冨
函

（
揖
侭
蕨
冨
巴
／
二
八
頁
、
註
沌
（
隠
興
号
』
駕
騨
ず
は
弓
爵
．
引
闇

に
当
る
か
ら
、
正
確
な
箇
所
は
私
に
未
詳
な
れ
ど
も
こ
の
箇
所
で
な
い
こ

と
は
確
実
）
。
も
と
よ
り
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
気
づ
い
た
誤
り
を

記
し
て
、
本
吾
を
頂
戴
し
た
お
礼
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

（
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
九
日
記
）

（
昭
和
六
十
一
年
六
月
、
文
栄
堂
書
店
、
Ｂ
５
版
、
２
＋
３
十
二
二
九
頁
）
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